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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下に延びる中心軸回りに回転するインペラと、
　前記インペラを回転させるモータと、
　前記インペラ及び前記モータよりも外側に配置されるハウジングと、
を有し、
　前記モータは、
　　ステータと、
　　前記ステータに対して前記中心軸回りに回転するロータと、
　を有し、
　前記インペラは、
　　前記ロータに固定されるインペラカップと、
　　前記インペラカップの径方向外面において周方向に配列される複数の羽根と、
　を有し、
　前記ハウジングは、
　　前記モータの下側に配置され、前記ステータを支持するモータベース部と、
　　前記インペラの径方向外側に配置され、軸方向に延びる筒部と、
　　前記羽根の下側に配置され、前記モータベース部と前記筒部とを接続する第１リブと
、
　　前記第１リブに接続され、前記中心軸を中心とする環状の第２リブと、
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　を有し、
　前記羽根の下縁は、下向き凸形状である羽根第１領域を有し、
　前記第２リブは、羽根第１領域の径方向外側に配置され、
前記第２リブの径方向内端は、前記羽根第１領域の下端よりも径方向外側に配置され、
　前記羽根の下縁は、前記羽根第１領域よりも径方向外側に配置され、前記中心軸から離
れる方向において直線状に延びる羽根第２領域を有する、軸流ファン。
【請求項２】
　前記羽根第１領域は、前記中心軸から離れるにつれて軸方向に湾曲する、請求項１に記
載の軸流ファン。
【請求項３】
　前記第２リブの径方向内端は、軸方向に沿って延びる、請求項１または請求項２に記載
の軸流ファン。
【請求項４】
　前記第２リブの径方向内端は、前記羽根第２領域の径方向内端よりも径方向内側に配置
される、請求項１から請求項３のいずれかに記載の軸流ファン。
【請求項５】
　前記羽根の下縁は、前記羽根第１領域の径方向外端に接続され、前記中心軸から離れる
方向において直線状に延びる羽根第２領域を有し、
　前記第２リブの径方向内端の径方向位置は、前記羽根第１領域と前記羽根第２領域との
接続点の径方向位置と同一である、請求項１から請求項３のいずれかに記載の軸流ファン
。
【請求項６】
　前記羽根第２領域は、前記中心軸から離れるにつれて上側に傾斜する、請求項４または
請求項５に記載の軸流ファン。
【請求項７】
　前記第２リブの径方向外面は、径方向外側に向かうにつれて軸方向の高さが低くなる、
請求項６に記載の軸流ファン。
【請求項８】
　前記羽根の下縁は、前記中心軸から離れるにつれて前記インペラの回転方向前方側に湾
曲する、請求項１から請求項７のいずれかに記載の軸流ファン。
【請求項９】
　前記第１リブは、径方向外側に向かうにつれて前記インペラの回転方向後方側に湾曲す
る、請求項８に記載の軸流ファン。
【請求項１０】
　前記羽根の下端は、前記インペラカップの下端よりも下側に位置する、請求項１から請
求項９のいずれかに記載の軸流ファン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、軸流ファンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の軸流ファンである放熱ファンが、特許文献１に開示されている。特許文献１に開
示された放熱ファンは、框体と、ファンホイールと、を有する。框体の風排出口には、環
状の気流導引リングと、放射状に配置されたリブと、が設けられる。これにより、風排出
口の気流を区分することができ、風圧を増加させたり、騒音を低減させたり、全体的な放
熱効率を高めたりすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００５－７６５９０公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示された放熱ファンは、ファンホイールの構造と、気流導引リングの配
置と、において相対的な関係性が考慮されていない。これにより、送風特性及び騒音特性
を向上させることができない可能性があることが課題であった。
【０００５】
　上記の点に鑑み、本発明は、送風特性及び騒音特性を向上させることが可能な軸流ファ
ンを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の例示的な軸流ファンは、上下に延びる中心軸回りに回転するインペラと、前記
インペラを回転させるモータと、前記インペラ及び前記モータよりも外側に配置されるハ
ウジングと、を有し、前記モータは、ステータと、前記ステータに対して前記中心軸回り
に回転するロータと、を有し、前記インペラは、前記ロータに固定されるインペラカップ
と、前記インペラカップの径方向外面において周方向に配列される複数の羽根と、を有し
、前記ハウジングは、前記モータの下側に配置され、前記ステータを支持するモータベー
ス部と、前記インペラの径方向外側に配置され、軸方向に延びる筒部と、前記羽根の下側
に配置され、前記モータベース部と前記筒部とを接続する第１リブと、前記第１リブに接
続され、前記中心軸を中心とする環状の第２リブと、を有し、前記羽根の下縁は、下向き
凸形状である羽根第１領域を有し、前記第２リブは、羽根第１領域の径方向外側に配置さ
れ、前記第２リブの径方向内端は、前記羽根第１領域の下端よりも径方向外側に配置され
、前記羽根の下縁は、前記羽根第１領域よりも径方向外側に配置され、前記中心軸から離
れる方向において直線状に延びる羽根第２領域を有し、前記第２リブの径方向内端は、前
記羽根第２領域の径方向内端よりも径方向内側に配置される。
 
 
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の例示的な軸流ファンによれば、送風特性及び騒音特性を向上させることが可能
である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る軸流ファンの一例の縦断面図である。
【図２】図２は、本発明の実施形態に係る軸流ファンの上側から見た斜視図である。
【図３】図３は、本発明の実施形態に係る軸流ファンの下側から見た斜視図である。
【図４】図４は、本発明の実施形態に係る軸流ファンの下面図である。
【図５】図５は、本発明の実施形態に係る軸流ファンの部分縦断面図である。
【図６】図６は、本発明の実施形態に係る軸流ファンの変形例の、部分縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の例示的な実施形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。本書
では、軸流ファンの中心軸が延びる方向を単に「軸方向」と呼び、軸流ファンの中心軸を
中心として中心軸と直交する方向を単に「径方向」と呼び、軸流ファンの中心軸を中心と
する円弧に沿う方向を単に「周方向」と呼ぶ。また、本書では、説明の便宜上、軸方向を
上下方向とし、図１における上下方向を軸流ファンの上下方向として各部の形状及び位置
関係を説明する。軸流ファンの「上側」が「吸気側」であり、「下側」が「排気側」であ
る。なお、この上下方向の定義が軸流ファンの使用時の向き及び位置関係を限定するもの
ではない。また、本書では、軸方向に平行な断面を「縦断面」と呼ぶ。また、本書で用い
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る「平行」は、厳密な意味で平行を表すものではなく、略平行を含む。
【００１０】
＜１．軸流ファンの全体構成＞
　図１は、本発明の実施形態に係る軸流ファンの一例の縦断面図である。図２は、本発明
の実施形態に係る軸流ファンの上側から見た斜視図である。図３は、本発明の実施形態に
係る軸流ファンの下側から見た斜視図である。図４は、本発明の実施形態に係る軸流ファ
ンの下面図である。
【００１１】
　軸流ファン１は、モータ２と、インペラ３と、ハウジング４と、を有する。
【００１２】
　モータ２は、ハウジング４の径方向内側に配置される。モータ２は、ハウジング４の、
後述するモータベース部４１に支持される。モータ２は、インペラ３を上下に延びる中心
軸Ｃ１回りに回転させる。モータ２は、ステータ２３と、ロータ２４と、を有する。より
詳細に述べると、モータ２は、軸受２１と、シャフト２２と、ステータ２３と、ロータ２
４と、回路基板２５と、を有する。
【００１３】
　軸受２１は、モータベース部４１の、円筒状の軸受保持部４１２の内側に保持される。
軸受２１は、スリーブベアリングで構成される。なお、軸受２１は、上下に配置される一
対のボールベアリングで構成しても良い。
【００１４】
　シャフト２２は、中心軸Ｃ１に沿って配置される。シャフト２２は、例えばステンレス
等の金属で構成され、上下に延びる柱状の部材である。シャフト２２は、軸受２１によっ
て中心軸Ｃ１回りに回転可能に支持される。
【００１５】
　ステータ２３は、モータベース部４１の軸受保持部４１２の外周面に固定される。ステ
ータ２３は、ステータコア２３１と、インシュレータ２３２と、コイル２３３と、を有す
る。
【００１６】
　ステータコア２３１は、ケイ素鋼板等の電磁鋼板を上下方向に積層して構成される。イ
ンシュレータ２３２は、絶縁性を有する樹脂で構成される。インシュレータ２３２は、ス
テータコア２３１の外面を囲んで設けられる。コイル２３３は、インシュレータ２３２を
介して、ステータコア２３１の周囲に巻き回された導線で構成される。
【００１７】
　ロータ２４は、ステータ２３の上側及び径方向外側に配置される。ロータ２４は、ステ
ータ２３に対して中心軸Ｃ１回りに回転する。ロータ２４は、ロータヨーク２４１と、マ
グネット２４２と、を有する。
【００１８】
　ロータヨーク２４１は、磁性体で構成され、上側に蓋を有する略円筒状の部材である。
ロータヨーク２４１は、シャフト２２に固定される。マグネット２４２は、円筒状であり
、ロータヨーク２４１の内周面に固定される。マグネット２４２は、ステータ２３の径方
向外側に配置される。マグネット２４２の内周側の磁極面には、Ｎ極及びＳ極が周方向に
交互に並ぶ。
【００１９】
　回路基板２５は、ステータ２３の下側に配置される。回路基板２５には、コイル２３３
の引出線が電気的に接続される。回路基板２５には、コイル２３３に駆動電流を供給する
ための電子回路が実装される。
【００２０】
　インペラ３は、ハウジング４の径方向内側であって、モータ２の上側及び径方向外側に
配置される。インペラ３は、樹脂で構成される。インペラ３は、上下に延びる中心軸Ｃ１
回りに回転する。モータ２は、インペラ３を回転させる。つまり、インペラ３は、モータ
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２によって中心軸Ｃ１回りに回転される。インペラ３は、インペラカップ３１と、複数の
羽根３２と、を有する。
【００２１】
　インペラカップ３１は、ロータ２４に固定される。インペラカップ３１は、上側に蓋を
有する略円筒状の部材である。インペラカップ３１の内側には、ロータヨーク２４１が固
定される。複数の羽根３２は、インペラカップ３１の径方向外面において周方向に配列さ
れる。本実施形態においては、複数の羽根３２は、周方向等間隔に配列される。インペラ
３の詳細な構成は、後述する。
【００２２】
　ハウジング４は、モータ２及びインペラ３よりも外側に配置される。ハウジング４は、
モータベース部４１と、筒部４２と、第１リブ４３と、第２リブ４４と、を有する。
【００２３】
　モータベース部４１は、モータ２の下側に配置される。モータベース部４１は、基部４
１１と、軸受保持部４１２と、を有する。基部４１１は、ステータ２３の下側に配置され
、中心軸Ｃ１を中心として径方向に拡がる円板状である。軸受保持部４１２は、基部４１
１の上面から上側に向かって突出する。軸受保持部４１２は、中心軸Ｃ１を中心とした円
筒状である。軸受保持部４１２の内側には、軸受２１が収容されて保持される。軸受保持
部４１２の径方向外面には、ステータ２３が固定される。これにより、モータベース部４
１は、ステータ２３を支持する。
【００２４】
　筒部４２は、インペラ３の径方向外側に配置される。筒部４２は、軸方向に延びる。筒
部４２は、円筒状である。筒部４２の上端には、円形状の開口部である吸気口４２１が配
置される。筒部４２の下端には、円形状の開口部である排気口４２２が配置される。
【００２５】
　第１リブ４３及び第２リブ４４は、羽根３２の下側に配置され、排気口４２２に隣接す
る。第１リブ４３は、モータベース部４１と筒部４２とを接続する。つまり、第１リブ４
３は、羽根３２の下側に配置され、モータベース部４１と筒部４２とを接続する。第２リ
ブ４４は、第１リブ４３に接続され、中心軸Ｃ１を中心とする環状である。ハウジング４
の詳細な構成は、後述する。
【００２６】
　上記構成の軸流ファン１において、ステータ２３のコイル２３３に駆動電流が供給され
ると、ステータコア２３１に径方向の磁束が生じる。ステータ２３の磁束によって生じる
磁界と、マグネット２４２によって生じる磁界とが作用し、ロータ２４の周方向にトルク
が発生する。このトルクによって、ロータ２４及びインペラ３が、中心軸Ｃ１を中心とし
て回転する。図４において回転方向Ｒ１として示したように、インペラ３は、軸流ファン
１を下側から見て時計回りに回転する。インペラ３が回転すると、複数の羽根３２によっ
て気流が生じる。すなわち、軸流ファン１において、上側を吸気側とし、下側を排気側と
した気流を生じさせ、送風を行うことができる。
【００２７】
＜２．インペラ及びハウジングの詳細構成＞
　図５は、本発明の実施形態に係る軸流ファン１の部分縦断面図である。なお、図５にお
いて不図示の中心軸Ｃ１は、図５の左側に位置する。すなわち、図５の左側が軸流ファン
１の径方向内側であり、図５の右側が軸流ファン１の径方向外側である。
【００２８】
　インペラ３の羽根３２は、インペラカップ３１の径方向外面から、中心軸Ｃ１から離れ
る方向に延びる。羽根３２の径方向外端は、ハウジング４の筒部４２の径方向内面に近接
する。
【００２９】
　羽根３２の下縁３２１は、羽根第１領域３２２と、羽根第２領域３２３と、を有する。
羽根第１領域３２２及び羽根第２領域３２３は、中心軸Ｃ１から離れる方向において並べ
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て設けられる。羽根第１領域３２２は、羽根第２領域３２３よりも中心軸Ｃ１に近い側に
設けられる。すなわち、羽根第１領域３２２は、インペラカップ３１に隣接して設けられ
る。羽根第２領域３２３は、羽根第１領域３２２よりも中心軸Ｃ１から離れる側に設けら
れる。
【００３０】
　羽根第１領域３２２の径方向内端３２２１は、インペラカップ３１の径方向外面に接続
される。羽根第１領域３２２の径方向外端３２２２は、羽根第２領域３２３の径方向内端
３２３１に接続される。すなわち、羽根第１領域３２２の径方向外端３２２２と、羽根第
２領域３２３の径方向内端３２３１とは、接続点３２４で接続される。羽根第１領域３２
２の下端３２２３は、羽根第１領域３２２の径方向内端３２２１及び径方向外端３２２２
よりも下側に位置する。すなわち、羽根第１領域３２２は、下向き凸形状である。つまり
、羽根３２の下縁３２１は、下向き凸形状である羽根第１領域３２２を有する。
【００３１】
　ハウジング４の第１リブ４３及び第２リブ４４は、軸方向において、羽根３２の下縁３
２１と、排気口４２２との間に配置される。第１リブ４３の高さ及び第２リブ４４の高さ
は、軸方向において羽根３２と重なる領域で、羽根３２の下縁３２１よりも低い。すなわ
ち、軸方向において、第１リブ４３及び第２リブ４４と、羽根３２との間に所定の隙間が
設けられる。
【００３２】
　第２リブ４４は、羽根第１領域３２２の下端３２２３よりも径方向外側に配置される。
具体的には、第２リブ４４の径方向内端４４１は、羽根第１領域３２２の下端３２２３よ
りも径方向外側に配置される。
【００３３】
　上記構成のように、羽根第１領域３２２を下向き凸形状とし、且つ第２リブ４４の径方
向内端４４１を羽根第１領域３２２の下端３２２３よりも径方向外側に配置すると、イン
ペラ３の構造と、第２リブ４４の配置との相対的な関係性が好適になる。つまり、ハウジ
ング４の剛性を向上させつつ、第２リブ４４が羽根第１領域３２２から下側に排出される
気流を妨げることを抑制することができる。これにより、軸流ファン１の駆動による風量
が多くなり、騒音が低減される。したがって、軸流ファン１の送風特性及び騒音特性を向
上させることが可能である。
【００３４】
　また、羽根第１領域３２２は、中心軸Ｃ１から離れるにつれて軸方向に湾曲する。この
構成によれば、羽根第１領域３２２を好適な構造にすることができる。したがって、軸流
ファン１の送風特性及び騒音特性を向上させることが可能になる。
【００３５】
　また、第２リブ４４の径方向内端４４１は、軸方向に沿って延びる。この構成によれば
、羽根第１領域３２２によって生じる気流を、下向きに誘導することができる。したがっ
て、送風特性を向上させることが可能になる。なお、具体的には、第２リブ４４の径方向
内端４４１は、軸方向に沿って平行に延びる円筒状である。
【００３６】
　羽根３２の下縁３２１は、羽根第２領域３２３を有する。羽根第２領域３２３は、羽根
第１領域３２２よりも径方向外側に配置される。羽根第２領域３２３は、中心軸Ｃ１から
離れる方向において直線状に延びる。具体的には、羽根第２領域３２３は、径方向から見
て、径方向内端３２３１から径方向外端３２３２まで直線状に延びる。そして、第２リブ
４４の径方向内端４４１は、羽根第２領域３２３の径方向内端３２３１よりも径方向内側
に配置される。この構成によれば、羽根第２領域３２３の構造と、第２リブ４４の配置と
、の相対的な関係性が好適になる。つまり、第２リブ４４が羽根第２領域３２３から下側
に排出される気流を妨げることを抑制することができる。これにより、羽根第２領域３２
３によって生じる気流の、送風特性及び騒音特性を向上させることが可能になる。
【００３７】
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　また、羽根第２領域３２３は、中心軸Ｃ１から離れるにつれて上側に傾斜する。この構
成によれば、羽根第２領域３２３を好適な構造にすることができ、送風特性及び騒音特性
を向上させることが可能になる。特に、羽根第２領域３２３の傾斜に伴って、気流は中心
軸Ｃ１から離れるにつれて下向きに流れるため、第２リブ４４が羽根第２領域３２３から
下側に排出される気流を妨げることを抑制することができる。
【００３８】
　また、第２リブ４４の径方向外面４４２は、径方向外側に向かうにつれて軸方向の高さ
が低くなる。この構成によれば、羽根第２領域３２３によって生じる気流を、径方向外側
且つ下向きに誘導することができる。これにより、送風特性を向上させることが可能にな
る。なお、具体的には、第２リブ４４の径方向外面４４２は、曲面を有していても良いし
、平面を有していても良い。
【００３９】
　図４に示すように、羽根３２の下縁３２１は、中心軸Ｃ１から離れるにつれてインペラ
３の回転方向Ｒ１前方側に湾曲する。この構成によれば、インペラ３の羽根３２全体を好
適な構造にすることができる。つまり、羽根３２によってより多くの気流を下方に排出で
きるため、送風特性及び騒音特性を向上させることが可能になる。
【００４０】
　さらに、第１リブ４３は、径方向外側に向かうにつれてインペラ３の回転方向Ｒ１後方
側に湾曲する。この構成によれば、インペラ３の回転によって生じる径方向外側に向かう
気流を、下方に向かう気流に矯正することができる。これにより、軸流ファン１の送風特
性を向上させることが可能になる。また、インペラ３が回転する際に、羽根３２の下縁３
２１全体が同時に第１リブ４３の上側を横切らないため、騒音を抑制することができる。
なお、第１リブ４３は、例えば下側に向かうにつれて周方向の長さが長くなる縦断面形状
を有する。
【００４１】
　図５に示すように、羽根３２の下端は、羽根第１領域３２２の下端３２２３と同一点で
ある。そして、羽根３２の下端３２２３は、インペラカップ３１の下端よりも下側に位置
する。この構成によれば、軸流ファン１の小型化及びコストダウンを図ることができる。
つまり、羽根３２の大きさを維持しつつ、インペラカップ３１の軸方向長さを短くするこ
とができる。したがって、インペラカップ３１を小型化することができ、インペラ３の成
型に必要な材料の使用量を抑制することが可能である。
【００４２】
　なお、羽根３２の下縁３２１は、羽根第１領域３２２と、羽根第２領域３２３と、が直
接接続されていなくても良い。すなわち、羽根第１領域３２２と、羽根第２領域３２３と
、の間に、不図示の第３領域、第４領域等の他の領域が配置されていても良い。この構成
においても、上記実施形態と同様に、軸流ファン１の送風特性及び騒音特性を向上させる
ことが可能である。
【００４３】
＜３．軸流ファンの変形例＞
　図６は、本発明の実施形態に係る軸流ファン１の変形例の、部分縦断面図である。なお
、図６において不図示の中心軸Ｃ１は、図６の左側に位置する。すなわち、図６の左側が
軸流ファン１の径方向内側であり、図６の右側が軸流ファン１の径方向外側である。
【００４４】
　インペラ３の羽根３２の下縁３２１は、羽根第１領域３２２と、羽根第２領域３２３と
、を有する。羽根第２領域３２３は、羽根第１領域３２２の径方向外端３２２２に接続さ
れる。具体的には、羽根第１領域３２２と、羽根第２領域３２３とは、互いの間に他の領
域が設けられることなく、直接接続される。羽根第２領域３２３は、中心軸Ｃ１から離れ
る方向において直線状に延びる。つまり、羽根３２の下縁３２１は、羽根第１領域３２２
の径方向外端に接続され、中心軸Ｃ１から離れる方向において直線状に延びる羽根第２領
域３２３を有する。そして、第２リブ４４の径方向内端４４１の径方向位置は、羽根第１
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【００４５】
　この構成によれば、羽根第２領域３２３の構造と、第２リブ４４の配置と、の相対的な
関係性が好適になる。つまり、第２リブ４４が羽根第２領域３２３から下側に排出される
気流を妨げることを抑制することができる。これにより、羽根第２領域３２３によって生
じる気流の、送風特性及び騒音特性を向上させることが可能になる。
【００４６】
＜４．その他＞
　以上、本発明の実施形態につき説明したが、本発明の範囲はこれに限定されるものでは
なく、発明の主旨を逸脱しない範囲で種々の変更を加えて実施することができる。また、
上記実施形態とその変形例は適宜任意に組み合わせることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　本発明は、例えば軸流ファンにおいて利用可能である。
【符号の説明】
【００４８】
１・・・軸流ファン、２・・・モータ、３・・・インペラ、４・・・ハウジング、２１・
・・軸受、２２・・・シャフト、２３・・・ステータ、２４・・・ロータ、２５・・・回
路基板、３１・・・インペラカップ、３２・・・羽根、４１・・・モータベース部、４２
・・・筒部、４３・・・第１リブ、４４・・・第２リブ、２３１・・・ステータコア、２
３２・・・インシュレータ、２３３・・・コイル、２４１・・・ロータヨーク、２４２・
・・マグネット、３２１・・・下縁、３２２・・・羽根第１領域、３２３・・・羽根第２
領域、３２４・・・接続点、３２２１・・・径方向内端、３２２２・・・径方向外端、３
２２３・・・下端、３２３１・・・径方向内端、３２３２・・・径方向外端、４１１・・
・基部、４１２・・・軸受保持部、４２１・・・吸気口、４２２・・・排気口、４４１・
・・径方向内端、４４２・・・径方向外面、Ｃ１・・・中心軸、Ｒ１・・・回転方向
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